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１目的 

 伊勢原市介護予防自立支援型地域ケア個別会議は、介護保険法１１５条の４８に定義される「会

議（地域ケア会議）」のうち、個別事例の課題検討を目的とした「地域ケア個別会議」に位置づけら

れるものです。 

介護保険法では、尊厳保持と自立支援（第１条）、要介護状態等の軽減・重度化防止（第２条）、要

介護状態の予防や能力の維持向上（第４条）を定めています。 

この会議では、多職種協働の視点により個別ケースの検討を行い、高齢者の生活行為の課題の解

決や高齢者の QOL の向上を目的とし、多職種から専門的な助言を得て、高齢者の生活行為の課題等

を明らかにしたケアマネジメント支援を行うことを目的として実施するものです。 

 

２ 実施方法 

 市が「伊勢原市介護予防自立支援型地域ケア個別会議」を主催し、検討する事例のサービス担当者

に限らず、地域の多職種の視点から個別ケースの課題解決に向けた検討を行います。 

 

３ 事例対象 

 本会議は自立支援・介護予防の観点を踏まえて実施することから、事例対象は、以下の（１）～

（３）のケースとします。 

（１）要支援１・２、事業対象者の認定を受けており、原因が骨折等により改善見込みが高いケース 

（２）要支援１・２、事業対象者の認定を受けており、新規または更新手続きでケアプラン変更予定

のケース 

（３）その他、市が必要と認めるケース 

 

４ 会議運営の流れ 

 伊勢原市介護予防自立支援型地域ケア個別会議運営の流れは別表１をご参照ください。事前準備

から事後処理までの担当は以下のとおりです。 

（１）事前準備 

   地域福祉推進課職員及び事務局当番の地域包括支援センター職員 

（２）会議当日 

   ①全体進行：事務局当番の地域包括支援センター職員 

②事例司会：当番の地域包括支援センター職員 

   ③専門職助言者：薬剤師、理学療法士または作業療法士、看護師、管理栄養士、歯科衛生士 

  ④事例提出者：ケアプランを作成した地域包括支援センター職員及びサービス提供を行って

いる事業所職員 

（３）事後処理 

①事例検討会議録作成：事務局当番の地域包括支援センター職員 

②反省会会議録作成：地域福祉推進課職員 

 

５ 伊勢原市介護予防自立支援型地域ケア個別会議当日の進行 

（１）１事例当たり概ね３５分（モニタリング事例については１事例あたり２０分）、地域ケア個別
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会議１回あたり新規２事例・モニタリング２事例の計４事例を検討します。（第１回、第２回

は新規事例のみ） 

（２）当日進行については別表２、別表３をご参照ください。 

（３）会議終了後、事例司会、専門職助言者、地域福祉推進課職員、事務局当番の地域包括支援セン

ター職員で会議運営等に関する反省会を実施します。 

 

６ 使用様式 

（１） 地域ケア個別会議 提出書類チェックリスト 別紙１ 

（２） 地域ケア個別会議事例選定シート      別紙２ 

（３） 利用者基本情報              別紙３ 

（４） 基本チェックリスト            別紙４ 

（５） 課題整理総括表              別紙５ 

（６） 興味関心チェックシート          別紙６ 

（７） 食事チェックシート            別紙７ 

（８） 服薬状況確認表・口腔状態確認表      別紙８ 

（９） モニタリング報告様式           別紙９ 

 ＊別紙３、別紙４については、カナミックの様式での代用も可能とします。 

 ＊ケアプラン、各事業所における個別計画については、必ずご提出いただくこととしますが、 

所定の様式は定めておりません。各自任意の様式でご提出ください。 

 ＊血液検査結果、服薬状況（お薬手帳写し）等については、所定の様式は定めておりません。 

必要に応じて各自任意の形式でご提出ください。 

   ＊モニタリング報告時には、別紙１０と併せて、必要に応じて最新情報の記載のある資料を 

ご提出ください。 

 

７ 次第及び会議録等様式 

（１） 次第                   別紙１０ 

（２） 資料１                  別紙１１ 

（３） 会議録                  別紙１２ 

（４） 反省会実施報告              別紙１３ 

 
８ 令和６年度会議予定               別紙１４ 

 

９ 参考資料 

  国では、地域ケア会議を高齢者の自立支援に向けた介護予防ケアマネジメントのためのツール

として普及・展開するため、対象者向け手引きを作成しています。会議の参考にご利用ください。 

  ○市町村向け手引き（Ver.1） 

    https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000169398.pdf 

○専門職向け手引き（Ver.1） 

    https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000179799.pdf 

会議当日配布 
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○事業所向け手引き（Ver.1） 

    https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000179800.pdf 
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別表１ 
 

 

時期 

 

 

内容 

分担 

市 包括 

会議５週間前 
新規事例提供者へ事例選定期日、モニタリング報告者へ資料提出期日に
ついて通知  ○ 

会議４週間前 
新規事例提供者より事例選定報告  ○ 

事例提供者情報を市へ報告  ○ 

会議３週間前 
事例協力依頼送付及び事業所協力者あてに事業概要説明や会議での役割
説明 ○  

会議２週間前 

新規事例提供者及びモニタリング報告者より事例番号を記載した資料提
供 

＊事例提出者の検討ポイントを確認し、資料不足あれば提出を促す。

 ○ 

提出資料を基に当日配布資料原本作成（次第、資料１、事例資料）  ○ 

会議１週間前 

次第、資料１を事例司会役、専門職助言者へ送付 ○  

当日配布資料原本を市へ提出 

＊必要に応じて新規事例提供者、モニタリング報告者及び事例進行役と
打ち合わせを行う。 

 ○ 

当日配付資料作成 ○  

会議当日 

会場準備  ○ 

会場受付、会議の司会進行、タイムキーパー、反省会の司会進行  ○ 

会議議事録作成  ○ 

反省会会議録作成 ○ 

 
 

会議２週間後 

会議議事録を市に送付  ○ 

会議議事録校正 ○  
会議議事録、反省会会議録を各センター長、専門職助言者へ送付 ○  

会議６ヶ月後 
新規事例のモニタリング報告  ○ 
半期毎の事例や助言内容の傾向分析、まとめ ○  
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別表２ 
 ○モデル進行 （案） 

実施項目  所 要 時

間 

発信者 実施内容 使用資料 

 開催  １～３分 司会（包括支援セ

ンター） 

資料説明 議事次第 

① 新規１事

例目 

事例提出者

(プラン作成

者)より事例

概要説明 

７分 事例提出者(地域

包括支援センター

職員) 

① 事例基本情報説明 

② 対象者の現状や課題を踏まえたケア

プランの説明 

Ａ利用者情報 

Ｂアセスメント情報 

Ｃケアプラン 

② 事例提出者

(介護サービ

ス事業者)よ

りプラン説明 

５分 介護サービス事業

所 

事例への支援内容・方針について説明 Ｄ提供されているサー

ビス内容 

③ 質問、助言 １８分 司会(包括支援セ

ンター) 

事例概要やプラン説明に関する不明点の

確認 

Ａ～Ｄ 

④ 助言者(専門職) 事例概要やプラン説明に関する質問、 

助言 

Ａ～Ｄ(各専門職に係る

資料の記述部分) 

⑤ まとめ ５分 司会(包括支援セ

ンター) 

事例提出者(プラン作成者、介護サービス

事業所)がとり組むべき点について説明 

Ａ～Ｄ 

休憩 ５分 

 新規２事例目 ① ～⑤同様  

休憩 ５分 

① モニタリン

グ 1 事例

目 

事例提出者

よりモニタリ

ング報告 

７分 事例提出者(地域

包括支援センター

職員) 

① 会議終了後に取り組んだこと 

② 会議終了後に取り組めなかったこと 

③ ケアプランを変更した場合は変更内

容について説明 

報告書 

② 質問、意

見、助言 

１０分 司会(地域包括支

援センター) 

助言者(専門職) 

報告内容に関する質問、意見、さらなる

助言 

 

③ まとめ ２分 司会(包括支援セ

ンター) 

事例提供者 

会議一連を通して事例提供者からの感想  

 モニタリング２事例目 ① ～④同様  

 閉会 ３分 司会(包括支援セ

ンター) 

次回日時、開催場所の周知  
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別表３ 
〇モデル進行シナリオ 

実施項目  所要 
時間 

発言者 実施内容 

 開催  1～ 
3 分 

全体司会（地
域包括支援
センター職
員） 

【全体司会者】 
本日は、大変お忙しいなか、お集まりいただきま

してありがとうございます。 
  ただいまから「令和○年 第○回伊勢原市介護予
防自立支援型地域ケア個別会議」をはじめさせてい
ただきます。 
  私は本日の進行役を務めさせていただきます、○
○と申します。よろしくお願いします。 
 事例検討に移る前に配布資料の確認をさせてい
ただきます。  
・次第 
・資料１ 
・事例１の資料：事例番号○○－○○地域ケア個別
会議、提出書類チェックリスト、様式１～様式７、
ケアプラン、事業所からの個別計画、その他資料 
・事例２の資料：事例番号○○－○○地域ケア個別
会議、提出書類チェックリスト、様式１～様式７、
ケアプラン、事業所からの個別計画、その他資料 

以上になりますが、漏れ等はございませんでしょ
うか。 

また、今回配布の資料は次第以外の資料は全て回
収いたしますので会議終了後、次第以外の資料は席
に置いてお帰り下さい。 

本日の流れについて説明いたします。 
２事例とも計画作成者から概要説明について７

分間説明をいただいた後、介護保険サービス事業者
から支援方針等を５分間説明、その後、事例概要や
プラン説明に関する不明点の確認を行い、専門職助
言者による支援へのアドバイスを行い、今後の支援
についてのまとめを行います。１事例の検討は３５
分を予定しており､その後２事例目の検討を行いま
す。事例検討と事例検討の間には１０分程度の休憩
を挟んで進行いたします。 

専門職助言者の先生方について、名簿の順に自己
紹介をお願いいたします。 



7 
 

【専門職助言者】 
（名前、職種、所属等）自己紹介 
【全体司会者】 

それでは、事例に移ります。事例検討を行う前に、
この会議の目的について説明いたします。この会議
の目的は、『多職種の専門的な視点に基づく助言を
通じて､検討する事例の自立に資するケアマネジメ
ントを行い､自立支援・介護予防につなげること』
で、ケアプランの欠点の指摘や事例検討とは異なる
ものであることであることについてご留意下さい。 

それでは事例検討に移ります。 
事例１の進行は○○包括支援センター○○さん

が行います。 
① １事例 事 例 提 出

者（プラン
作成者）よ
り 事 例 概
要説明 

7 分 事例提出者
（地域包括
支援センタ
ー職員） 

【事例進行司会】 
事例１の司会を担当する○○包括支援センター

の○○です。事例の検討を行います。 
事例の提供者は○○地域包括支援センター ○

○さんです。○○さんからの事例概要説明後、○○
事業所 ○○さんからサービス提供状況について
ご説明いただきます。 

それでは､○○さんに事例概要についての説明を
７分程度でお願いいたします。 
【事例提供者】 
事例概要説明 

② 事 例 提 出
者（介護サ
ー ビ ス 事
業所）より
プ ラ ン 説
明 

５分 介護サービ
ス事業所 

【事例進行司会】 
○○さんありがとうございました。 
では、○○事業者 ○○さん ○○サービスの状

況について説明いただきます。説明時間については
５分程度でお願いいたします。 
【事業所職員】 
サービス提供状況説明事例への支援内容・方針につ
いて説明 

③ 質問、助言 18 分 司会（地域包
括支援セン
ター職員） 

【事例進行司会】 
○○さんありがとうございました。 
それでは、事例に関して事例提供者やサービス提

供者から説明がありましたが、説明内容についての
不明点や確認事項がありましたら、助言者の方々よ
りご質問下さい。 

助言者の方々より質問がなければ、私から質問さ
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せていただきます。 
『〇〇〇』については､どのように対応されてい

ますか。 
【専門職助言者及び事例提供者等】 
事例概要やプラン説明に関する質疑応答 

④ 助言者（専門
職） 

【事例進行司会】 
ほかにありませんか。ないようですので、これか

ら専門職から助言をお願いいたします。始めに理学
療法士の○○さんよりお願いします。 
【理学療法士】 
助言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。それでは次に、
薬剤師の○○さんよりお願いします。 
【薬剤師】 
助言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。それでは次に、
看護師の○○さん、助言をお願いいたします。 
【看護師】 
助言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。それでは次に、
栄養士の○○さん助言をお願いいたします。 
【栄養士】 
助言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。それでは次に、
歯科衛生士の○○さん助言をお願いいたします。 
【歯科衛生士】 
助言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。 
⑤ まとめ 5 分 司会（地域包

括支援セン
ター） 

【事例進行司会】 
この内容をご本人の支援に活かしていただくた

めに、助言をもとに引き続き支援を実施していただ
き、６ヶ月後にモニタリング表にて報告をお願いい
たします。 

○○さん（事例提供者）、○○さん（事業所）､今
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回の会議の一言感想をお願いします。 
【事例提供者、事業所】 
感想 
【事例進行司会】 

ありがとうございました。 
それでは、これから休憩いたします。次の事例検

討は○時○分から始めます。 
休憩 5 分 
⑥ ２事例目 ①～⑤同様 
休憩 5 分 
① モ ニ タ

リ ン グ
１ 

事 例 提 出
者 よ り モ
ニ タ リ ン
グ報告 

7 分 事例提出者
（地域包括
支援センタ
ー職員） 

【事例進行司会】 
モニタリングの司会を担当する○○包括支援セ

ンターの○○です。今回のモニタリング報告は○○
包括の○○さんと、○○包括の○○さんになりま
す。以前の会議での専門職からの助言内容について
は、モニタリング様式を御参照ください。 

それでは、まず○○さんから、取り組み内容の報
告と助言を元にプランの変更を実施した場合には
変更内容について説明をお願いします。 
【報告者】 
モニタリング報告 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございました。 
② 質 問 、 意

見、助言等 
10 分 助言者（専

門職） 
【事例進行司会】 

報告内容について助言者の方から質問、意見、
さらなる助言などあれば理学療法士の○○さんか
ら順番にお願いします。 
【理学療法士】 
発言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。それでは次
に、薬剤師の○○さんよりお願いします。 
【薬剤師】 
発言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。それでは次
に、看護師の○○さん、お願いいたします。 
【看護師】 
発言 
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【事例進行司会】 
○○さんありがとうございます。それでは次

に、栄養士の○○さんお願いいたします。 
【栄養士】 
発言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。それでは次
に、歯科衛生士の○○さんお願いいたします。 
【歯科衛生士】 
発言 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございます。 
③ まとめ 3 分 司会（地域

包括支援セ
ンター） 

【事例進行司会】 
助言者のみなさまありがとうございました。そ

れでは最後に、会議一連を通して○○さんよりひ
とこと感想をお願いします。 
【報告者】 
感想 
【事例進行司会】 

○○さんありがとうございました。 
 モニタリング２ ①～③同様 
④   司会（地域

包括支援セ
ンター） 

【事例進行司会】 
本日の事例についての検討はこれで終了しまし

たので、これからの進行を○○さん（全体司会
者）に戻します。 

⑤ 閉会 3 分 全体司会（地
域包括支援
センター職
員） 

【全体司会】 
専門職助言者の先生方並びに事例提供者の方々

ありがとうございました。 
 
全体司会より会議の感想等 
 

会議の内容は議事録にし、専門職助言者と地域包
括支援センターへ送ります。本日の資料は次第以
外、全て回収いたしますので、席においたままお帰
り下さい。 

次回は○月○日（○曜日）○○時から○○会議室
で行います。お疲れ様でした。 
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